






湯布院観光04神社・文化財編

西蓮寺 …杉などの木にかこまれた閑静な場所

西蓮寺は初代住職釈祐専により1606年に開基された、町内で最も古いお堂
です。現在の本堂は1754年の再建による寄棟造の伽藍です。

若宮八幡社…日本の名水「豊の国名水」の一つである湧き水

若宮八幡社は、823年本社宇佐八幡宮の御分霊を祀ったのが始まりです。
参道脇に湧き出してるお水は不純物が少なくとてもきれいで、このお水で
炊いたご飯、お茶やコーヒーは格別なのだそうです。

大忤社 …パワースポットと言われている大杉

大杵社は宇奈岐日女（うなぎひめ）神社の末社で、草創は本社六所宮と同じ
数千年の経た景行天皇の時代といわれています。大杵社の大杉は国の重要
文化財に昭和９年に指定され、樹齢は1000年以上と言われています。

六所宮 …心が落ち着く神社らしい空気をまとった場所

通称「六所様」呼ばれる神社。六所とは、奉祭する六柱の神々を現しています。
正式な名称は「宇奈岐日女（うなぎひめ）神社」といい、動物の「うなぎ」を沢
沼の精霊としてまつったのが古来の祭神ではないかと言われています。

佛山寺 …地元の人々にとって重要な寺院の一つ

約千年前、日向国霧島神社での神のお告げにより由布岳の山腹にて庵を結び
観音像を刻し祀ったのが始まりです。以来、由布の霊場の本拠地とされてきま
したが慶長（けいちょう）の大地震により、本尊が山谷に転落してしまい、
時の村人が、現在の場所に移したそうです。

天祖神社…温泉と冷泉が湧出する金鱗湖のほとりに鎮座する古社

地元、温湯（ぬるゆ）地区の子供達が昔から集まるこの神社の両脇には由布岳
からわき出た水が今もさらさらと流れています。金鱗湖を背にしているこの神
社には中央に天祖神(てんそじん）、向かって右に八坂神社（やさかじんじゃ）、
左方に金比羅神社（こんぴらじんじゃ）を祀っています。 
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